
 活動報告書                           団体名：相模原こもれび  

 

活動場所 活動地Ａ,Ｂ地区 記録者 平野和夫･海野基之･杉山信義･肥田悟 

活動日時 平成２８年４月２７日（水） ９時～１５時 天 候 曇り 

参 加 者 
浅川、伊藤、海野、遠藤、岡野、神谷、黒岩、杉山、園田、高橋、田中(早)、鳥飼、 

野口、野々村、長谷川、平野、深澤、本田、松浦、村松、目黒(夫妻)、体験参加１名 
計２３名 

活動内容 Ａ地区：木工（古損木を活用した椅子･テーブル制作）、Ｂ地区：危険木除伐・杉皮剥き･林内整理 

使用道具 発電機、電動工具、手鋸、なた、チェンソー 

機器操作者 
チェンソー 刈払機 破砕機 

浅川、野々村、園田、村松、平野、海野、黒岩   

地区別 

作業内容 

A地区 B地区 C地区 D地区 E地区 F地区 G地区 H1地区 H2地区 

木工 
古損木伐木 

林内整理 

  
   

 
 

 作業報告内容 

次回の予定 

･5/１４(土)定例活動日 

（新活動地整備予定） 

報告事項・トピックス 

･伐採木を活用したテーブル・丸太椅子の製作を行い、クレマチスフェアなどで販売し活

動資金の補填を行ないます。 

･Ｂ地区では危険木を５本伐採し若干ですが明るい森になりました。林床に光が届くこと

で若い木々や草花の成長が期待されます。(Ｂ地区だけでキンランが100株以上) 

･明治大学、倉本先生とゼミ生の山本さんが調査で来森しました。 

･保全整備の維持には、活動者を増やすことも肝要です。行政の協力･協働が不可欠です。 

当面の予定 

･5/８(日) 

クレマチスフェア 

（市立麻溝公園） 

・Ａ地区では、クレマチスフェアに向けての木工作業が行われました。 

・Ｂ地区では、危険木の伐採を行い、Ｂ地区が明るくなりました。材は

皮むきをし、今年度の各フェアで販売される丸太イスなどになります。 

 

伐採したサワラの木の頂上付近に

あった鳥の巣。 

博物館に診てもらっています。 


